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昭
和
四
十
五
年
度
村
会
計
予
算
ー

の
特
長
を
み
て
み
ま
す
と
)
山
村
振
興
事
業
の
開
始
等
を
含
め
た
建
設
事
業

レ
た
編
成
で
あ
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
総
予
算
に
対
す
る
事
業
費
の
比
率
も

よ
り
約
一
・
主
倍
で
あ
り
、
全
国
類
似
町
村
の
平
均
を
上
廻
っ
て
お
り
ま
す
。

敗
政
再
建
当
時
か
ら
、
や
か
ま
ー
し
く
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
食
糧
費
等

ー
準
を
明
確
に
し
、
一
括
総
務
費
に
編
入
し
で
集
中
管
理
を
行
な
っ
て
お
り
、
備
品

づ
き
ま
じ
て
も
、

A

管
理
を
一
本
化
し
て
効
率
と
節
減
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
よ

恥
た
こ
と
な
ど
が
自
主
っ
た
特
長
で
す
。

表
と
グ
ラ
フ
を
ど
参
照
下
さ
い
)

一
以
一
般
会
計
億
五
千
百
万
円

一J
特
別
会
計
一
四
千
八
百
万
円

-
一
建
設
事
業
を
重
点
と
し
た
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①
林
道
国
木
線
着
工

山
村
振
興
計
画
事
業
と
し
て
昭
和

四
十
四
年
度
よ
り
林
道
国
木
線
着

工
、
昭
和
四
十
四
年
度
工
事

延
長
四
七
O
米
、
内
橋
梁
こ

O
米

巾
員
一
ニ
・
六
米
、
事
業
費
九
、
四

八五、

1
1消

一
去
る
六
月
二
十
九
日
の
本
村
定
例
村
一

3
5

品
目
時
一
聴
一
割
問
約

b
u回
十
議
会
に
説
明
致
し
御
一
質
問
い
た
だ
い
て
一

仁

一

言

一

胆

護

-E4・1

一
お
り
ま
す
。
補
助
残
の
大
部
分
が
、
辺
一

一

一

地

債

又

は

過

蹄

債

等

で

、

長

期

融

資

か

一

林

構

、

辺

地

、

過

疎

等

~

一

一

一

認

め

ら

れ

、

需

益

者

の

負

担

は

一

設

と

一

ヶ

年

計

画

の

あ

ら

+

一

軽

減

さ

れ

る

ζ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
出

1

1

L

i

l

l

i

-

-

更
に
、
こ
の
上
続
い
て
の
広
域
行
政

辺

長

稲

田

一

一

圏

計

画

或

い

は

、

経

済

面

で

も

広

域

経

月
一
本
年
の
梅
雨
は
思
い
が
ま
い
長
期
京
か
ら
ぬ
必
要
品
を
生
産
せ
ね
ば
な
土
済
圏
構
想
と
し
て
、
大
州
市
喜
多
郡
の

こ
に
季
、
被
害
も
多
い
こ
U
と
御
見
舞
す
い
し
、
語
、
警
応
じ
て
墜
互
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
計
画
ゃ
、
各
農
業
国

立
申
し
ょ
げ
ま
す
。
今
、
大
阪
で
は
皆
様
一
出
来
る
貯
繭
施
設
や
長
期
豊
富
く
休
の
合
併
(
県
下
の
農
協
在
十
三
組
合

一

一

一

に

村

の

農

業

共

済

も

や

は

り

十

三

一

程

度

凶
一
も
テ
レ
ビ
そ
の
他
で
御
承
知
の
通
り
、
一
加
工
設
備
を
作
り
価
格
安
定
在
計
り
、
一

和

一

一

一

に

す

る

案

が

検

討

さ

れ

て

い

る

)

等

に

同
一
一
九
七
O
年
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
く
一
他
産
業
と
の
生
活
水
準
格
差
の
無
い
豊

昭

一

一

一

よ

っ

て

、

一

定

の

地

域

の

集

団

化

を

計

四
一
万
国
博
が
催
さ
れ
て
お
り
、
近
代
日
本
一
林
業
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

一
の
躍
進
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
一
本
村
は
地
形
か
ら
見
て
も
、
他
産
主
っ
て
お
り
ま
す
。

一

一

一

我

が

村

は

、

我

が

村

よ

し

て

の

条

件

一
こ
の
よ
5
な
時
に
あ
勺
て
我
々
山
村
一
特
に
、
工
業
誘
致
等
は
考
え
ら
れ
ず
、
一

一

一

J
一
，
ぃ
、
東
奔
西
走
、
足
に
物
を

一
包
括
の
糧
で
あ
る
農
業
問
題
は
、
今
日
一
や
は
り
林
業
と
併
せ
て
の
農
業
と
い
f

一

一
の
国
政
ま
で
も
不
安
定
に
息
わ
れ
る
現
一
し
か
方
法
が
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
一
苫
わ
せ
て
、
私
も
今
日
ま
で
及
ば
ず
な

一

一

一

が

ら

一

生

懸

命

碩

張

っ

て

お

り

ま

す

が

一
状
の
申
に
あ
り
、
町
村
は
も
と
よ
り
、
一
現
在
国
で
は
、
山
村
の
開
発
に
全

三
県
、
国
を
あ
げ
て
将
来
の
農
を
更
に
新
種
の
法
案
を
打
出
し
て
い
ま
す
が
、
林
至
っ
て
勉
強
不
足
思
う
よ
う
に
は
は
か

一

}

一

ど

り

ま

せ

ん

が

、

気

宇

佐

長

く

持

っ

て

皆

は
角
度
で
検
討
致
し
て
お
り
ま
す
。
終
一
野
を
主
と
す
る
本
村
で
は
、
林
構
造
改
ム

一
戦
後
の
農
民
の
数
時
一
時
国
民
の
一
善
を
含
ん
で
の
、
山
村
振
興
法
の
適
旦
様
の
期
待
に
一
歩
言
近
づ
け
る
よ
う

一
六
訟
を
し
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
一
室
け
、
更
に
辺
地
、
並
び
に
過
疎
対
十
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
た
。
そ
れ
が
、
今
か
ら
は
一
世
界
の
工
業
一
築
緊
急
措
置
法
に
併
な
う
事
業
を
立
今
後
号
、
こ
れ
等
農
政
問
題
は
、

国
と
し
て
、
日
本
人
独
特
の
扶
窓
生
一
せ
て
の
計
画
は
、
概
略
別
表
の
週
三
複
雑
多
彩
に
な
っ
て
参
る
と
思
い
ま
す

か

し

て

雪

2し
て
い
ま
す
。
日
本
一
す
。
総
費
用
七
億
円
に
近
い
計
画
の
内
が
、
村
民
一
致
協
力
す
れ
ば
、
国
@
県

一

一

一

も

必

ず

要

望

を

叶

え

て

く

れ

る

ζ
と
と

コ
一
の
農
業
は
、
最
終
的
に
は
五
%
の
者
で
一
か
ら
、
年
次
分
別
し
て
参
り
ま
す
。
そ
」

章
一
ま
か
な
う
こ
と
足
る
だ
ろ
う
と
い
わ
一
れ
ぞ
れ
こ
れ
等
の
事
語
、
注
説
明
主
存
じ
ま
す
。
蔭
で
の
非
難
と
い
う
の
で

一

一

た

く

、

建

設

的

な

誠

意

に

立

っ

て

、

御

れ
て
い
ま
す
。
一
付
記
し
た
い
の
で
す
が
、
大
変
長
く
な
一
一

そ
れ
に
は
近
代
化
、
す
な
わ
ち
機
械
一
り
ま
す
の
で
お
許
し
願
い
、
別
の
機
全
相
談
、
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

北
の
出
来
る
耕
地
に
よ
っ
て
、
手
間
の
一
に
申
し
ょ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
致
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
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一
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失
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対
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部
農
道
事
業
と
し

て
施
工
し
、
第
一

期
工
事
区
間
延
長

一
、
一
四
O
米、

巾
員
三
・
六
米
w

総
事
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費
一
二
、

六
O
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円④
農

地

交

換

分

合
附
帯
農
道
横
山

線
完
成

昭
和
四
十
四
年
度

事
業
、
延
長
一
、

四
O
六
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、
巾
員
一

一一
7
五
米
、
総
事
一

業
費
一
九
、

O
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一、

0
0
0円
一

工
事
施
工
者
、
富
一

永
建
設
株
式
会
社
一

竣
工
月
日
、
昭
和

四
十
五
年
五
月
三

十
日

た

l
l
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集募官察警一県一媛
.
硯
3

七
月
一
日
か
ら
八
月

十
五
日
ま
で

容

第
一
次
試
験

日
時
八
月
二
十
三
日
九
時
か
ら

場
所
松
山
工
業
高
校
西
条
高
校
宇
和
島
南

高
校

内
容

A

大
学
卒
業
程
度
の
択
一
試
験

B

高
校
卒
程
度
の
択
一
試
験

第
二
次
試
験
第
一
次
試
験
合
格
者
発
表
の
際
に

通
知
し
ま
す
。

@
受
験
に
つ
い
冗
の
詳
細
は
、
警
察
署
、
駐
在
所
で

た
ず
ね
て
く
だ
さ
い

《
山

、

山

可

J

h

i

、
I

V

6

一

J

で

お

く

と

、

ー

ぐ

り

の

モ

壬

向
新
任
ご
あ
い
さ
つ
ー
一
一

'D
ド
γ

〉

で

起

し

や

す

い

の

て

4
1
5
日
お
き
五
時
議
室
宮
で
、
令

;

i

!

J

町

田

.
一
私
は
今
度
、
大
洲
農
業
改
一
一

4
d
日

同

c
j
n
v
、
川
、
落
水
し
て
、
土
壊
段
通
気
冶
保
つ
た
め
一
容
が
多
可
、
収
穫
果
の
印
T
m

一
一
良
普
及
所
河
辺
駐
在
、
普
及
一
一
九
パ
ー
ト
，
一
ト
ベ
ー
?
ザ
、
ぺ

7

一
間
断
か
ん
水
と
す
る
0

・
¥
、
一
容
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
く
り
栽
培

一

一

員

と

し

て

先

日

当

地

主

任

一

一

農

作

業

一

五

、

病

虫

害

の

良

一

一

去

五

重

要

な

重

号

室

室

」

の

蓋

あ

け

を

た

。

一
一
致
し
ま
心
た
Q

二

j
・

4

一
曇
、
雨
天
謀
議
が
軟
弱
に
ち
幼
虫
は
、
年
2
1
3
回
発
生
し
、
第
一
時
期
と
し
て
は
田
植
準
備
、
養
嚢

一
一
の
お
れ
れ

i
u
j…
一
…
一
一
州
一
一
，

k

稲
ふ
一
五
居
湖
水
状
態
で
散
布
す
る
。
一
て
い
る
の
で
、
病
皇
室
け
や
す
い
一
一
世
代
幼
虫
は
、
主
に
モ
モ
に
加
害
す
一
盛
期
で
あ
る
た
め
‘
七
十
種
の
出
席

一

四

一

3

一
三
、
穂
肥
の
施
肥
一
の
て
防
除
を
徹
底
す
る
。
~
一
る
e

t

一
率
か
と
踏
ん
で
い
た
が
見
事
、
定
刻
前

河
辺
村
森
林
組
合
一
一
お
一
都
民
一
一
ド
げ
詔
一
一
一
、
中
干
し
一
議
長
初
期
(
臥
翼
民
前
頃
ニ
と
く
に
イ
モ
チ
語
、
秋
の
穂
い
も
一
く
の
で
は
二
一
世
代
幼
虫
の
加
害
が
一
に
喜
一
十
%
(
塁
者
以
外
の
一
ニ
十
名

一
一
則
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
一
月
下
旬
頃
、
霊
塔
訟
を
確
保
す
了
般
に
N

票
差
し
て
、
童
話
一
員
の
原
因
に
も
な
る
の
で
、
発
生
を
玄
く
、
こ
世
代
幼
虫
は
7
月
五
か
ら
一
は
聴
講
生
?
)
廊
下
に
ま
で
溢
れ
て
い
一

去
る
六
月
一
一
旬
、
愛
嬢
県
、
同
森
林
一
茸
生
産
の
研
究
と
熱
意
を
増
大
す
る
よ
一
一
当
地
区
は
、
私
に
と
っ
て
一
一
れ
ば
中
干
し
を
す
る
c

h

'

'

一
っ
た
草
型
に
な
っ
た
時
期
に
施
す
と
よ
一
み
た
ら
十
分
に
防
除
を
す
る
。
一
9
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
の
長
期
間
に
わ
え
一
る
の
に
は
驚
い
た
。
‘
4

一

組
合
零
会
主
催
の
、
昭
和
四
十
五
年
一
う
援
助
技
術
の
普
及
を
震
す
る
次
第
一
一
始
め
て
の
地
で
、
地
区
の
と
一
一
本
間
初
期
の
天
候
が
不
良
だ
と
早
期
一
ぃ
。
一
室
歪
に
つ
い
て
は
三
一
カ
メ
イ
虫
の
一
子
発
生
し
て
、
ィ
ガ
に
加
害
す
る
。
一
廊
下
夏
句
集
金
、
申
請
罪
成
一

-
-
I
J
-

霊
費
乾
し
い
た
け
共
進
会
が
、
県
一
で
す
。
一
一
一
と
は
全
ふ
り
ま
せ
ん
。
ま
一
一
に
毒
装
が
と
れ
に
く
く
)
例
年
ど
お
一
義
に
よ
義
肥
時
期
は
、
だ
い
た
一
発
生
に
焦
点
を
あ
わ
せ
・
ウ
ン
カ
、
工
藤
語
、
今
月
下
旬
か
ら
叩
日
以
一
事
務
と
、
人
垣
に
か
量
れ
て
役
場
職
十
人
は
右

一
霊
椎
茸
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
一
国
民
所
得
の
増
大
、
食
生
活
の
変
化
一
一
た
普
及
員
一
年
生
で
あ
り
ま
ぶ
り
の
時
期
で
中
干
し
す
る
と
、
重
不
一
い
次
の
目
安
に
な
り
手
。
一
コ
パ
イ
類
に
つ
い
て
も
同
時
援
を
す
育
の
間
隔
て
デ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
粉
剤

τ民
公
民
館
職
員
は
汗
だ
く
。
小
会
韻
室
一
司
王
'
ト

J

t

一
註
村
か
ら
も
一
ニ
十
大
名
の
生
産
者
が
一
向
上
に
伴
い
警
の
需
要
は
伸
び
、
又
一
一
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
な
一
一
足
と
な
る
か
ら
注
意
す
る
。
一
平
義
8
月
5
目
前
後
、
皇
警
一
る
。
，
す
、
樹
突
き
さ
に
も
よ
る
が
、
叩
ア
一
で
は
写
真
屋
さ
ん
が
出
張
し
て
、
免
許
一
華
同
《
右
、

rJ

翁
い
た
し
ま
し
た
五
日
朝
、
十
時
一
費
輸
恵
次
第
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
一
一
幻
自
対
め
る
こ
と
」
曇
、
雨
天
皇
往
古
か
ら
や
や
一
品
目
前
後
、
晩
生
種
8
月

官

前

後

一

一

l
ル
当
り
6
同
を
イ
ガ
に
よ
く
か
か
一
用
写
真
撮
影
に
キ
リ
キ
リ
表
。
一
み
ん
な
で
交
通
義

ι

に
害
署
、
早
速
県
下
か
ら
出
一
課
で
す
。

J

一
一
未
熟
な
者
で
は
あ
り
ま
す
一
一
長
え
晴
氏
つ
づ
き
で
も
で
き
す
ぎ
の
一
と
な

i
F

一

落

葉

果

樹

す

よ

う

に

散

布

す

る

。

h

一

ぷ

失

望

通

課

長

宮

、

工

守

り

ま

し

i
うど

清
雲
一
九
一
}
一
点
の
展
示
、
椎
茸
生
一
円
愛
媛
県
は
全
国
有
数
の
生
産
県
で
あ
一
一
が
、
職
務
に
最
善
の
努
力
を
一
一
と
こ
ろ
は
、
早
自
に
宰
し
そ
す
る
。
一
回
、
水
管
理
一
く
り
の
害
虫
h

‘
一
実
洲
農
業
改
良
普
及
所
)
一
差
方
の
講
習
が
始
ま
る
と
ゴ

ι
場下

ι:ー
ド
ト
k
拡

イ
輔
君
脅
等
、
デ
ト
タ
の
見
学
一
ゅ
、
重
要
産
業
の
警
生
産
は
良
質
多
一
一
尽
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
一
一
二
、
ニ
1
四
1

D

の

散

布

一

夏

の

商

曹

に

、

潜

水

状

態

ぬ

ま

ま

一

一

一

盤

強

の

る

つ

暗

主

ス

ト

を

め

く

一

号

品

川

容

忌

府

系

配

炉

期
滞
や
が
て
定
刻
開
会
、
会
は
順
一
量
の
時
代
で
す
。
生
産
者
は
も
と
よ
り
一
一
よ
ろ
し
く
ご
援
助
長
雪
一
一
有
効
空
襲
か
ら
義
援

3
1
S
E
E
-
z
z
E
3
3
3
E
E
E
f
s
z
'
=
-
a
E
2
2ミ
F
3
E
i
f
-
-
J
j
J
J
J
3
言
け
の
静
け
台
。
審
議
あ
一
感
嘆
し

5
3
2
E
U

量
窓
、
林
野
庁
長
官
賞
を
は
じ
一
村
や
森
林
組
合
は
、
生
産
乾
燥
葉
、
一
一
お
願
、
、
た
し
ま
す
。
一
一
期
(
マ
月
下
旬
1
8月
上

旬

}

に

使

用

一

，

、

コ

一

月

十

回

目

、

蓮

婦

人

審

議

一

け

で

あ

っ

た

o

f

-

L

J

欝

:

私

ぺ
産
大
賞
者
は
早
略
と
長
浜
町
一
さ
ら
に
原
木
供
給
、
協
業
主
、
諸
問
一
一
な
町
勤
務
場
所
は
、
と
一
一
す
る
。
使
用
量
は
、
一

T
甲
D
ア

ミ

一

若

い

情

熱

を

郷

土

の

た

め

に

了

後

、

会

長

さ

ん

仇

ら

「

会

員

白

乙

一

五

月

二

十

七

日

ま

第

二

回

教

室

二

十

ぅ

罫

¥

霊

長

包

棄
J

一

一

崎

町

一

」

ノ

一

震

の

と

理

解

き

を

と

な

g
u
y

j
じ
た
。
!
一
題
と
前
向
き
の
姿
勢
で
取
組
む
段
階
に
一
一
の
た
び
村
の
お
と
り
計
ら
い
一
一
ン
塩
八
G
土
0
c
m
を
水
一

O
O

愛
媛
県
警
察
本
部
で
は
、
来
年
四
月
に
採
用
す
る
い
原
付
自
転
車
の
免
許
な
す
だ
い
霊
月
十
日
が
最
後
の
教
室
、
と
も
に
大
測
一

一
枠
組
何
日
十
一
日
向
性
日
間
一
な
一
訪
れ
れ
近
の
し

L一
間

五

時

一

同

諸

竺

官

軒

一

行

問

時

軒

町

立

を

諸

問

去

し

て

い

ま

す
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紛
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思
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M

A
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れ

何

と
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れ
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野

望

比

一
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議

リ

並

行

所

幸

一

一

1後一
1
一

一

日

で

漂

す

し

ゃ

れ

日

時

五

日

時

四

話

相

…

立

は

町

れ

れ

ば

組

問

題

前

十

一

日

服

部

品

影

叩

一

打

一

椎

い

。

)

E

一

一

=

一

粒

状

一

一

寸

i
D
は

、

反

当

り

四

・

と

も

で

き

ま

す

募

集

要

領

一

境

問

J
U
U
U鰐
れ

一

民

終

日

切

れ

M
M
U一
号

福

山

持

U
M
M諸
問

て

受

験

資

格

一

・

Jτに
、
住
民
の
生
活
課
題
一
室
と
し
て
は
約
七
五
の
六
十
一
一
名
一
者
の
方
々
の
審
窒
無
事
白

K

年

令

昭

和

四

十

六

年

四

月

一

日

現

一

室

ι

の
発
見
と
、
そ
の
解
決
の
一
を
出
し
た
乙
と
は
、
他
町
材
の
例
を
よ
一
さ
ら
に
、
教
室
に
書
聖
れ
た
夏
ケ

在
で
十
八
才
以
上
二
十
八
才
未
満
一
法
一
た
め
に
知
識
薬
、
方
法
一
廻
る
好
成
績
で
あ
り
九
特
に
お
母
怠
ん
一
皆
さ
ん
の
一
ホ
さ
れ
た
拘
偉
大
な
と
去

の
男
子
(
昭
和
十
八
年
四
月
一
一
日
教
三
身
に
つ
け
る
機
会
を
号
の
御
努
カ
に
は
頭
が
さ
が
る
。
一
が
、
今
後
の
新
し
い
明
る
い
持
づ
る

か
ら
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
の
な
え
る
。
と
明
記
さ
れ
て
と
田
植
仕
事
の
昼
休
み
に
も
一
五
ス
ト
一
の
た
め
に
、
五
て
つ
な
府
る
と
と
在

聞

に

生

れ

た

者

)

珂

…

る

。

)

↓

持

参

し

て

寸

暇

在

惜

し

ん

で

の

勉

強

、

一

信

じ

て

お

警

終

り

ま

す

。

ぃ

学
力

A

学

校

教

育

法

に

よ

る

大

ム

え
H

早
速
希
望
者
の
数
を
ま
一
道
路
を
歩
く
に
も
、
田
の
畦
道
を
お
母
一

学
(
短
大
を
除
く
)
卒
業
し
た
者
匂
-
J
と
め
る
よ
う
に
と
一
冨
っ
た
さ
ん
ど
う
し
が
離
季
る
に
も
車
に
乗
(
次
官
強
試
験
は
奇
寄
り
?

ま
た
は
昭
和
四
十
六
年
三
月
末
日
ら
、
一
一
二
ニ
自
の
う
ち
に
一
っ
た
つ
も
り
で
テ
キ
ス
ト
の
法
令
ど
け
一
定
で
す
)

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
忽
ち
百
名
を
越
し
た
。
受
付
順
位
百
番
り
行
な
っ
た
曲
と
か
。
無
論
、
主
t
f一

B

A

以
外
の
者
で
、
学
歴
は
聞
い
以
後
の
人
に
は
気
の
毒
で
も
警
扇
に
夜
も
士
一
時
一
時
、
女
の
執
念
の
よ
う
一
'
(
公
、
民
館
〉
一

ま
せ
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が
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
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き

顔

も

パ

パ

に

似
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は
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ラ
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今回開催致しました市売状況は下記の通りでしたのでお知ら
せします。!

1、開催月日
2、金額

5、概況
ドシゴ 形状の良いもの、強気、下物も強気配、パV
物弱し!

次回市

記

6月 28日
高値 3，000 安値 1，010

力日

県森連松山木材市売市況，

長十 さ¥径樹種 ス ギ ヒノ キ て才 ' 1ツ モツミ ガ
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一117826下上上上 1 
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足 場 ¥ 1協につき 69.3刊 08.90

市 況 天候不順で出荷伸びず相場は保合い ひのき 300柱は値下り。

次回市 6月 27日
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道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
は
、
五
月
二
十
一
日
に
公
布
さ
一

れ
、
八
月
二
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
は
最
近
の
交
通
事
情
一

を
検
討
し
、
激
増
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
一

で

す

。

〈

河

辺

警

察

官

駐

在

所

)

八

重

お
礼
の
こ
と
ば

皆
様
お
元
気
で
す
か
。
お
忙
し
い
毎
日
で
さ
ぞ
お
疲
れ
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
。
ど
う
か
お
体
に
お
き
を
つ
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈

り
上
げ
ま
す
0
8て
、
此
皮
「
キ
ャ
ン
デ
ー
一
本
母
心
」
運
動
展

開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
速
多
大
の
御
寄
進
を
頂
き
誠
に
あ
り
が

た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
早
速
育
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
に

納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
代
社
会
は
、
私
共
の
想
像
以
上
の
激
動
期
で
、

ζ

れ
に
処
し

て
ゆ
く
に
は
並
大
抵
の
心
が
ま
え
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
平
和
な
田

舎
育
ち
、
身
に
何
の
職
、
も
な
い
者
が
、
突
然
都
会
生
活
に
な
じ
も

う
と
し
て
も
無
理
な
こ
と
で
、
た
ち
ま
ち
都
会
の
激
動
の
う
づ
の

中
に
自
分
の
行
手
を
見
失
っ
て
、
岡
山
わ
ぬ
失
敗
と
い
う
悲
劇
を
お

ζ

し
が
ち
で
す
。

平
和
な
河
辺
村
も
近
来
は
出
稼
ぎ
が
大
半
と
な
り
、
都
会
に
出

は
し
た
も
の
の
収
入
と
支
出
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
来
る
失
敗
、

純
情
な
若
者
が
知
ら
ぬ
惑
の
道
に
誘
わ
れ
る
危
機
、
恐
ろ
し
い
こ

と
で
す
。
何
と
か
し
て
更
生
の
道
に
と
、
本
人
の
好
む
職
業
を
指

導
し
て
収
入
の
道
を
よ
り
多
く
と
考
え
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

松
山
市
萱
町
五
丁
目
六
O
番
地
五
伊
予
欽
城
北
線
萱
町
六
丁
目

停
留
所
西
三
十
米
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
で
す
。

松
山
に
お
出
張
の
折
は
ど
う
ぞ
お
立
寄
下
さ
い
ま
せ
。

お
母
様
方
の
暖
い
切
な
る
御
寄
附
は
、
必
ず
や
青
少
年
た
ち
の

心
の
灯
と
し
て
い
つ
ま
で
も
燃
え
続
け
る
乙
と
で
し
ょ
う
。
紙
上

を
お
借
り
し
て
厚

4
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

河
辺
村
更
生
保
護
婦
人
会
関

し)
つ)
f:t) 
:J 

( I 
(ナ
( I 

翻
厚
士
山
に
感
謝

|
公
民
館
か
ら
J

改
正
の
要
点

図
書
寄
贈

日
本
文
学
全
集

(
金
八
巻
)

他
文
学
図
書
(
四
冊
)

藤

中

整

殿
(
出
合
部
落
)

こ
の
た
び
右
の
と
お
り

図
書
を
御
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
上
か
ら
謹
ん

で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

井


